
 

令和 7 年度（2025-2026）3 月商工会理事委員会 議事録 

 

日 時：2026 年 3 月 18 日（水）12:00-13:50 

会  場 ：三水会センター会議室 

出 席 者：17 名（名誉会長代理 1 名、理事委員 11 名、代理 3 名、オブザーバー1 名、事務局長 1 名） 

欠 席 者：5 名（会長委任 4 名、代理委任 1 名） 

司  会 ：東 遼佑 幹事 

 
１．商工会会長連絡 （川上篤樹 会長） 
① 2 月 22 日に開催された商工会会長杯ゴルフ大会について、幹事を務めた JERA をはじめ関係者へ

の謝意が述べられた。寒さはあったものの晴天に恵まれ、多くの商工会会員および日本人会関係者が

参加し、業種や立場を超えた交流の場として非常に有意義な機会となった旨の説明があった。 

 

② 3 月に入り、ヒューストンではロデオの季節を迎え、人の往来や各種行事が活発化し、街全体に春

の活気が感じられる時期となっていることが紹介された。また、**ワールド・ベースボール・クラシ

ック（WBC）**についても言及があり、今月上旬からダイキン・パークで一次ラウンドのプール戦が

開催され、3 月 13 日・14 日には準々決勝が行われたことにより、当地の賑わいにもつながっている

との所感が述べられた。 

 

③ 3 月 23 日から 27 日にかけて開催予定の CERAWeek について、世界中からエネルギー関連企業、

投資家、政策関係者、テクノロジー分野のリーダーが集まる重要な国際会議であることが説明された。

本年のテーマは「Convergence and Competition: Energy, Technology and Geopolitics」であり、エネ

ルギーとテクノロジーの融合、地政学的課題、サプライチェーンの分断といった課題の中で、持続可

能な成長と経済発展の両立が主要議題となる旨が共有された。 

 

④ 国際情勢については、年初来のベネズエラ情勢に加え、中東地域では米国・イスラエルとイラン

を巡る緊張が高まっており、世界経済を取り巻く不確実性が一段と深まっているとの認識が示された。

あわせて、米国経済ではインフレ鈍化が見られる一方、金融政策や利下げ時期を巡る議論が続いてお

り、為替動向や資金調達コストなど、企業活動への影響について慎重に見極める必要があるとの説明

があった。日本国内においても物価上昇が続く中、賃上げによる実質賃金の改善が注目されている点

が指摘された。 

 

⑤ 今後の商工会行事として、4 月 12 日に商工会およびグレーターヒューストン日本人会共催による

ピクニック、および 4 月 26 日にソフトボール大会が開催予定であることが案内された。幹事を務め

る三菱重工業、三菱商事、東京ガス各社への労いと謝意が述べられた。 

 

⑥ 川上会長より、今月末をもって日本へ帰国することとなり、後任として遠藤氏が着任し、商工会

会長職も引き継ぐ予定であることが報告された。在任期間中の支援に対する謝意が述べられるとと

もに、後任への変わらぬ支援・協力をお願いしたい旨の挨拶があった。 

 



２．総領事館連絡（花澤 光樹 首席領事） 

① 長沼総領事は来週離任予定、後任として欧州局欧州経済戦略官の小山武氏が 3 月 7 日付で発令済

みであり、4 月 10 日にヒューストンに着任予定との報告があった。 

② 4 月 11 日の補習校入学式および 12 日の商工会・日本人会共催ピクニックについては、花澤首席

領事が代理出席すること、また、小山新総領事は着任の翌週にダラス出張予定であり、ヒューストン

での実質的な活動開始は 4 月 20 日の週からの見込みであるとの説明があった。 

③ 現在、TSA 職員への給与未払いが継続している影響により、空港の保安検査において通常より時

間を要する状況が発生しており、空港利用の際には、普段より余裕をもって到着するよう留意してほ

しいとの注意喚起がなされた。 

④ 中東情勢の緊迫化を受け、外務省が 3 月 12 日付の広域情報で注意喚起したとおり、中東以外の

地域でも不測の事態が発生する可能性があるため、最新情報や周囲の状況に十分注意していただきた

いとの呼びかけがあった。 

⑤ 同日、米国ミシガン州デトロイト郊外のシナゴーグに車両が突入し、銃撃戦に発展する事案が発

生しており、ユダヤ人コミュニティを標的とした暴力行為として捜査が進められているとの説明とと

もに、各位においても、引き続き警戒をお願いしたいと呼びかけがあった。 

 

3．幹事報告（東 遼佑 幹事） 

＊理事委員の交代について （資料①） 

東幹事より、各社の人事異動に伴い、理事委員の変更について説明され、遠藤新会長、小林新副会長、

津久井新副会長、國貞新特命理事の就任について理事会にて承認された。また、4 月の常任委員会に

おいて、追認を得る予定であることが報告された。詳細については資料①の組織図を参照するよう説

明があった。 

 

４．新規入会申請について（東 遼佑 幹事）【承認事項】 

下記正団体会員の入会について、全会一致にて承認された。 

＊正団体会員 

会社名：DEI Green Investment Co.（資料②） 

申請者・責任者：山口 龍太朗（ヤマグチ リュウタロウ）氏 

連絡先：One Riverway Suite 1700, Houston, TX 77056 

TEL：713-840-8611 

Email：dei_us_team@daiwa.co.jp 

Web Site：https://daiwa-ei.jp/en/ 

入会希望月：2026 年 4 月 

登録会員数：1 名 

 

５．他団体対応・日本庭園関連報告（坂本 滋 特命理事） 



坂本特命理事より、他団体対応および日本庭園関連の活動状況について報告があった。本年度の日本

庭園メンテナンスは、現在進行中の庭園復元計画との整合性を重視し、専門家チームを招聘して実施

されたこと、あわせて関係行事や会合の開催状況について説明があった。メンテナンス計画と招聘庭

師の変更に対する質疑があった（資料③）。 

 

６．委員会報告 

① 企画・調査委員会（島田 英樹 委員長） 

島田委員長より、4 月定例講演会の開催について案内があった。 

 

② 文化委員会（吉村 浩二 正会員；石川 隆次郎 委員長代理） 

吉村正会員より、ピクニック 2026 の準備状況について報告があった。 

参加申込み状況、協賛金およびラッフル賞品の集計状況について説明があり、引き続き協力をお願い

したいとの呼びかけがあった（資料④）。 

 

③ ソフトボール委員会（黒川 翔 正会員；藤井 英一郎 委員長代理） 

藤井委員長代理より、ソフトボール大会 2026 の準備進捗について報告があった。 

申込み状況、備品準備、会場手配および今後のスケジュールについて説明がなされた（資料⑤）。 

 

④ ゴルフ委員会（堤 直己 委員長） 

堤委員長より、テキサス会ゴルフに関する報告があった。 

 

７．事務局連絡（富田 妙子 事務局長） 

富田事務局長より、会員消息について報告があり、詳細は商工会ホームページの会員専用ページを参

照してほしいとの案内があった。 

 

８．その他 

 ＊商工会手続き規定の整備について 

商工会のシステムベンダー契約手続き関連して、商工会における手続規定の不備の可能性について指

摘があり、第三者 （律事事務所）による調査報告が行われた。今後、商工会事務局の会計ポリシーに

おいて、決裁権限規定、利益相反管理規定を定めていくことが議論された。 

 ＊事務局体制について 

同日付で事務局長の退職手続きがなされた。後任事務局長の採用までの不在期間の事務局長代行を、

東幹事、二見会計幹事、島田企画・調査委員長の 3 名が務めることについて、理事会にて承認された。



 



 



 



 



 



  





 


